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(百万円未満切捨て)

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 487,437 6.5 17,552 △19.3 15,900 △28.1 9,840 △54.6

2018年３月期第２四半期 457,517 15.1 21,751 63.8 22,103 117.2 21,696 225.2
(注)包括利益 2019年３月期第２四半期 11,657百万円( △57.5％) 2018年３月期第２四半期 27,426百万円( 494.5％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年３月期第２四半期 139.62 －

2018年３月期第２四半期 307.86 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 815,591 274,871 29.6

2018年３月期 808,632 272,071 29.2
(参考) 自己資本 2019年３月期第２四半期 241,727百万円 2018年３月期 236,518百万円

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年３月期 － 0.00 － 80.00 80.00

2019年３月期 － 0.00

2019年３月期(予想) － 80.00 80.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 980,000 1.3 40,000 △10.7 40,000 △14.7 20,000 △29.9 283.74
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料P.10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方
針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期２Ｑ 70,666,917株 2018年３月期 70,666,917株

② 期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 180,315株 2018年３月期 185,825株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 70,483,858株 2018年３月期２Ｑ 70,477,174株
　
※ 期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（BBT）にかかる信託口が保有する当社株式が含まれておりま

す。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料
発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能
性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の当第２四半期連結累計期間の業績は、インフラセグ

メントにおいて、電力事業は着実に成長に向けた布石を打っておりますが依然業績は低迷しており、また北米に

おける光ケーブル事業もいまだ回復途上にあり、対前年で減益となりました。一方、ワイヤハーネス等が好調な

電装エレクトロニクスセグメントはほぼ前年並み、データセンタ需要が主な牽引役となっているメモリーディス

ク事業、需要が引き続き旺盛な銅箔事業などの機能製品セグメントが増益となりました。その結果、売上高は

4,874億円（前年同期比6.5％増）、営業利益は176億円（前年同期比19.3％減）となりました。経常利益は159億

円（前年同期比28.1％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は98億円（前年同期比54.6％減）となり

ました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (４) 四半期連結財務諸表に関

する注記事項 (セグメント情報) 」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおり、事業セ

グメントの区分方法及び利益又は損失の測定方法を変更しております。

以下の前年同期比較の数値については、前期の数値を変更後の区分方法及び利益又は損失の測定方法で組み替

えた数値との比較となっております。

〔インフラ〕

電力事業では、新エネルギー受注案件に関わる工事損失引当金を計上しました。また、世界的な光ファイバ需

要は引き続き旺盛で、当社グループの出荷量も順調に増加、また国内ネットワークシステム関連の需要増を取り

込めてはいるものの、北米における光ケーブル事業、集積型信号光源等の事業の回復に時間が掛かっているこ

と、また償却費・研究費等固定費の増加もあり、当セグメントの売上高は1,392億円（前年同期比1.7％減）、営

業利益は23億円（前年同期比70.0％減）となりました。

〔電装エレクトロニクス〕

銅条など伸銅品の一部製品は在庫調整により需要が減少したものの、製品ミックスの最適化が奏功し、巻線事

業では自動車用途が堅調に推移しております。また、自動車部品事業は償却費・研究費等固定費が増加したもの

の、昨年に続きワイヤハーネスが好調で、当セグメントの売上高は2,768億円（前年同期比11.5％増）、営業利

益は77億円（前年同期比6.6％増）となりました。

〔機能製品〕

銅箔事業は需要好調の継続に加え、製品ミックスの最適化、生産性向上も寄与、またメモリーディスク事業で

はデータセンタ向け需要が増加したことなどにより、当セグメントの売上高は783億円（前年同期比5.0％増）、

営業利益は75億円（前年同期比7.7％増）となりました。

〔サービス・開発等〕

主に物流、各種業務受託等による当社グループの各事業のサポート、不動産の賃貸、水力発電、新製品研究開

発の推進等のサービス・開発等の事業を行っております。

当セグメントの売上高は232億円（前年同期比6.2％減）、営業損失は０億円（前年同期比２億円改善）となり

ました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ70億円増加して8,156億円となりま

した。現金及び預金が27億円、受取手形及び売掛金が45億円減少したものの、棚卸資産が118億円、その他の資

産項目が23億円増加しました。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ42億円増加して5,407億円となりました。長期借入金、短期借入金、社

債を含む有利子負債が2,638億円と53億円増加しました。

純資産の部は、親会社株主に帰属する四半期純利益の増加等により、前連結会計年度末に比べ28億円増加して

2,749億円となりました。その結果、自己資本比率は前連結会計年度末から0.4ポイント上昇し29.6％となりまし

た。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の

数値で前連結会計年度との比較を行っております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年３月期（2018年４月１日～2019年３月31日）の連結業績予想につきましては、2018年５月９日に公表し

た業績予想を修正いたしました。

　詳細につきましては、2018年11月１日に公表いたしました「2019年３月期 通期業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 50,635 47,942

受取手形及び売掛金 224,335 219,833

有価証券 0 0

商品及び製品 36,814 41,021

仕掛品 32,273 39,124

原材料及び貯蔵品 44,703 45,464

その他 28,643 26,218

貸倒引当金 △1,215 △1,313

流動資産合計 416,191 418,292

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 218,385 220,001

機械装置及び運搬具 463,538 465,208

工具、器具及び備品 72,325 74,129

土地 39,981 39,324

その他 24,292 32,271

減価償却累計額 △601,794 △606,867

有形固定資産合計 216,728 224,068

無形固定資産

のれん 2,542 2,211

その他 8,762 7,735

無形固定資産合計 11,304 9,946

投資その他の資産

投資有価証券 132,270 134,405

退職給付に係る資産 5,143 5,549

繰延税金資産 6,359 5,742

その他 21,839 18,784

貸倒引当金 △1,206 △1,198

投資その他の資産合計 164,407 163,283

固定資産合計 392,441 397,298

資産合計 808,632 815,591
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 124,387 125,673

短期借入金 106,279 107,051

コマーシャル・ペーパー － 5,000

1年内償還予定の社債 10,000 －

未払法人税等 4,024 3,216

製品補償引当金 22,827 22,639

その他 62,815 59,719

流動負債合計 330,335 323,299

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 122,227 131,752

退職給付に係る負債 43,174 43,860

環境対策引当金 10,470 10,407

資産除去債務 1,084 1,280

その他 9,270 10,119

固定負債合計 206,226 217,419

負債合計 536,561 540,719

純資産の部

株主資本

資本金 69,395 69,395

資本剰余金 22,271 22,534

利益剰余金 128,130 132,519

自己株式 △613 △599

株主資本合計 219,182 223,849

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 30,020 31,601

繰延ヘッジ損益 △495 △99

退職給付に係る調整累計額 △6,525 △6,460

為替換算調整勘定 △5,664 △7,163

その他の包括利益累計額合計 17,335 17,877

非支配株主持分 35,552 33,144

純資産合計 272,071 274,871

負債純資産合計 808,632 815,591
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 457,517 487,437

売上原価 375,377 407,546

売上総利益 82,139 79,891

販売費及び一般管理費

販売費 18,844 19,725

一般管理費 41,543 42,612

販売費及び一般管理費合計 60,388 62,338

営業利益 21,751 17,552

営業外収益

受取利息 273 290

受取配当金 911 1,024

持分法による投資利益 2,022 377

その他 1,639 1,035

営業外収益合計 4,847 2,728

営業外費用

支払利息 1,977 1,918

為替差損 640 615

その他 1,877 1,847

営業外費用合計 4,495 4,380

経常利益 22,103 15,900

特別利益

固定資産処分益 6,895 1,317

その他 82 233

特別利益合計 6,978 1,550

特別損失

固定資産処分損 237 2,032

その他 608 714

特別損失合計 846 2,746

税金等調整前四半期純利益 28,235 14,704

法人税、住民税及び事業税 4,216 3,021

法人税等調整額 770 305

法人税等合計 4,986 3,327

四半期純利益 23,249 11,377

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,552 1,536

親会社株主に帰属する四半期純利益 21,696 9,840
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

四半期純利益 23,249 11,377

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,940 1,555

繰延ヘッジ損益 △4 330

退職給付に係る調整額 501 78

為替換算調整勘定 1,670 △1,186

持分法適用会社に対する持分相当額 69 △498

その他の包括利益合計 4,177 280

四半期包括利益 27,426 11,657

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 25,497 10,218

非支配株主に係る四半期包括利益 1,928 1,438
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 28,235 14,704

減価償却費 12,293 13,016

持分法による投資損益（△は益） △2,022 △377

固定資産処分損益（△は益） △6,658 714

減損損失 3 －

たな卸資産評価損 537 811

受取利息及び受取配当金 △1,185 △1,315

支払利息 1,977 1,918

為替差損益（△は益） 4 △354

売上債権の増減額（△は増加） △11,266 3,697

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,298 △13,169

仕入債務の増減額（△は減少） 7,661 1,975

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △913 634

環境対策引当金の増減額（△は減少） △1,551 △69

その他 △4,832 △2,619

小計 9,984 19,566

利息及び配当金の受取額 2,092 2,883

利息の支払額 △1,972 △1,955

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4,544 △5,564

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,559 14,929

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △11 600

投資有価証券の取得による支出 △166 △2,127

投資有価証券の売却及び償還による収入 111 463

有形固定資産の取得による支出 △16,090 △21,343

無形固定資産の取得による支出 △817 △1,085

固定資産の売却による収入 7,419 1,795

短期貸付金の増減額（△は増加） 421 7,114

その他 △375 380

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,509 △14,202
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,081 9,252

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

－ 5,000

長期借入れによる収入 12,033 15,919

長期借入金の返済による支出 △6,255 △13,632

社債の発行による収入 10,000 －

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

非支配株主からの払込みによる収入 1,649 －

自己株式の取得による支出 △2 △0

子会社の自己株式の取得による支出 △161 △7

配当金の支払額 △3,875 △5,634

非支配株主への配当金の支払額 △1,142 △2,737

その他 △385 △239

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,942 △2,080

現金及び現金同等物に係る換算差額 417 △955

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,409 △2,307

現金及び現金同等物の期首残高 46,147 49,758

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 463 223

現金及び現金同等物の四半期末残高 52,021 47,673
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

米国以外の在外連結子会社において、第１四半期連結会計期間よりIFRS第９号（金融商品）およびIFRS第15号

（顧客との契約から生じる収益）を適用しております。当該会計基準の適用が連結財務諸表に及ぼす影響は軽微

であります。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（セグメント情報）

前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

インフラ
電装エレク
トロニクス

機能製品
サービス・
開発等

計

売上高

外部顧客への売上高 137,986 233,252 70,007 16,270 457,517 － 457,517

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,611 15,023 4,523 8,441 31,599 △31,599 －

計 141,598 248,276 74,530 24,711 489,116 △31,599 457,517

セグメント利益又は損失
（△）

7,751 7,256 6,976 △244 21,740 11 21,751

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額11百万円には、主に未実現利益の消去等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

インフラ
電装エレク
トロニクス

機能製品
サービス・
開発等

計

売上高

外部顧客への売上高 136,302 262,222 73,194 15,717 487,437 － 487,437

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,911 14,614 5,094 7,452 30,072 △30,072 －

計 139,213 276,837 78,289 23,170 517,509 △30,072 487,437

セグメント利益又は損失
（△）

2,326 7,738 7,515 △44 17,535 17 17,552

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額17百万円には、主に未実現利益の消去等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの区分方法及び利益又は損失の測定方法の変更）

第１四半期連結会計期間より、従来「サービス・開発等」に含めていた一部事業について、事業化の見込みがたっ

たことにより管理所管の見直しを行い、報告セグメントの区分を「インフラ」に変更しております。

また、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適切に反映させるため、当社の本部費用等

の配賦方法を変更しております。

　

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の方法で作成したものを開示しておりま

す。
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